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女　月
　つた．思へば満ニケ年前，一獲の銃聲の描
　き出した波紋は，世紀の新生を告げる契機
　として深く記憶すべきである．吾人が李和
　を欲する事は，何も世界いつれの町民にも
　　　　　　　　1939年7月の天象　　　　　　　　（166〕
早くも七夕の祭りを迎へる七月にな　■■■■■■■■■■■■■■圏■
1939年
7月の天象
　劣るものとは思はない．たt’然し，歪められた，爲装の十和は，其れが如何
　に扮飾され，理論づけられ様とも，依然歪められた害毒を更に内攻させf人
　類究極の不幸たる事をも断言せざるを得ない．此庭に聖職をぱ，悠久なる銀
　河の光の下に於て，いみじくも腸認する．
北天　梅雨の明けた塞に，北極躍を團んで，西には大熊を垂れ下って居る．
　小北斗は先丹に綬いて天頂に両って居る．其して龍の取り巷V・て居る姿も，
　前月と大霊ない。ケフエウスは田柄：に居る．カシオペアは北：跨線にあるが，
　北海道位だと，和當高く浮んで居る．これは二年前の日食の思ひ出だ．
西天　攣化の少なV・北天に比較して，’動きが・早い．獅了や山猫は・薄明が終
　つた頃には，辛じて，地雫線に在るが，其れ白月始めの事である，乙女の優
　しい姿も，暑さ阿りにでもなったのか，何んだか急に沈みが早い様だ。逆に
　頑強其のものと云った牧夫も，相伊野に傾いて來た．海蛇の尻尾が一寸淺つ
　て居るのは御愛嬌ものである．
Mに廻って　天秤も酉南に移って，賜が我物顔に」’度南中して居る．其の上の
　蛇遣ぴは見榮へがしない．でも何んと云っても，少し東目の射手座邊りの銀
　河はすばらしい．不幸にして都會に住む人も，若し一日，田舎の夜に，涼を
　取ったならば，此の労りの，迂れに齪れた銀河の流れを見落してはならな
　い．一・雨夕立の去った特に滅ツ7kイ夜，冷たく足を濡らす草の先は，今しあ
　の銀河からの水を受けたのだらうか了南東天に昇る火星の景物は，今月の望
　遠鏡への特別サ1ビスである．
申天　冠も少し西に傾V・て，先づヘルクレスが占めて居る．
竃天　でも其の一寸東，可なり高い室には，琴や白鳥，減等の姿も美しい・
　七ダの逢瀬の樂しみの物語りは，人聞として眺める限り，いつもほしえまし
　くなる，其のま」に見ても，亦，人の構想を加へても，共れが洋の東西を問
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太陽“双子”座の中央より“蟹”座の中部へ移る例に依って表にすncr
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夏至調ぎ勧桝くなるのは7貯ぱ過ぎてからである・降り撫1もe
んで・高継が梛の献既に蹴据へると漁に二三日で縮煙÷托
て…　300　e越す撫なる・胴曜熱源性の翻が頻々と懲する．N
　で地表に：うんと水が浸み込んで居た爲か・梅雨明けには特に霜が多い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　t“es‘
が二二雨が絡つた”と縞齢らの云昭し跣づ正しい・織北
髄や北鮮，灘1等は・　IKI地の番鋪が明けてから曇雨になる場合紛い
　特に朝鮮方面では，屡々出水の害を回す．
月“射手”座tc　H　mo　13・9の月O’9始まり・一騰って誕舳羊座沖って8
月に入る．例に二って諸’相を示すと，
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2928　　　　　　lU羊，　フk瓶の境一
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3257（16日）　　　双　　子
33．16（17日）　　　　　蟹
31．46　　乙女
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（時刎は日本中片隅準時＿月齢，潤直径は同21時の値）
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水s効の星である一3日目三方最欄腱する・期後ぐんぐん太
陽を追っかけ・脈に嗣なり接近して船餉ふ・鞠鞘ll合がい辣
　月の姿が見得るだらう．
金星曉曜である・　Hte・；b’cは聯｝1駄陽跣んじて居礁朕には
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　時間に迫る．硯直穫はIO”4～9”9へと艮に泓少，黄皮も一3・4等星，槻弓に
　は最も悪條件に近い．
火星　待望の大接近は粗、配軌道の閥係上，劃衝より少し後れて7月30日に起
　る．其の時は地球に58，000，000キロまで接近する．先づ位置から云へば・月
　始めは山羊座の西端に居て，月末には射手座の東端へと，比較的ユツクリ逆
　行して居る．其の間にあって23日には劃衝の位置に來る．然しこんな事を
　云はすとも，月始めには21時頃，月末には19時，物凄い程赤い大きな星が，
　地平線上に姿を見せる事に依って，誰しもの注［する所となるだらう．若し
　望遠鏡を向けたならば，5cm級の器械でも，其の校様と極冠も見得る程であ
　る．観直裡は月始め21〃3，30口最大となって24”z5，月末には2A”iである・
　光度一2」～一25，四刻に見へる恒星中最：輝星たるヴエガの10倍の光輝を放
　つて居る．敢て最接近の頃でなくも，本月から三月にかけては火星四四の
　最好機會である．望遠鏡の所有者は，口裡の如何に拘はらす，是非見なくて
　はならない今月の火星だ．猫ほ火星面は目下秋分を1ケ月程すぎ，南勢球の
　極冠はグングン縮少して行き，其れにつれて，模様の濃さは一一暦深くなって
　行くだらう．
木星　曉天の星“魚”座の春分黙少し束を，ユツクリ順行中．光度は一2・0～
　一2．2へ，二二樫は39”2～43”Jへと壇加して，夜牛には・もう地i’F線上に姿
　を現はす様になって來る．猶ほ11日9・3等星を掩蔽するが日本からは見えな
　b．
土星、同じく嶢天の星“羊”座の西端に入った．そろそろ二天とは云へ其の
　美観を見るのに都合よくなって來た．光度は十〇・6～十〇・5へと，覗直巡も
　15〃5～16〃3へと増加し，輪の傾きが15”8～16。1に達して來た．
天EE■　曉天の星“羊”座の東端に居る．未だ丁丁に不向きだ．
潟王星　夕方の星ではあるが，太陽に近く，見る事はむつかしい．位置は獅子
　座である．
暮星　ウィンケツケ彗星は，月始め一寸見られるが一h旬すぎると硯界を去つ
　てしまふ．高高される彗星では是以外ないが何時珍客が來るかわからない，
－　IJウス日　7月1日21時が2429426・0に當る．
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北就灘申・天界217號鯨都より逸られ・一”一’Stしましたが，第20・　rtw一
ある“東厭文麟”樋する一文は［腱つた黙あって臆憾に堪磯せん．
’陸不榊のこ尉熔へ灘｝こ深く御・t’）　「s’します・∬瞬文は湯取励
し，改めて小生の責任あるものを哉せます・（1939・5・10・北京にて　山本生）
